
6月・7月・さ
揮う　親んん

掲捗

鱒う九九蟹うの別事介護現場捗仕事房効率が　ふ▲、ぺ－

薫く馴l、重来等弁護事故につ啓郷里審す。
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職員同士の声かけ、入居者機をの声かけ・

見守りlさ詮無ん仁で蜜ていさすか7

写よっを待ってJ

あ等紀が現場を膝等乳怒ら、雄

渾見守l遷す魯¢？

スタサブに声か付し審し麿か7

邑己流の詭ウレンツウに拶って

辱Il■？

忙しかったから。 

言わ拶くても分か杏仁思って紀から。 

あ＆暫陣告しきう仁思っていた。 

箸ん等考えが職場で蓼か18 

過ってい事せんか？ 

喀血でも膵う■九九蟹うJ 

慌て等昭　垂ら等いg 

あ等患膨サボしてどうする 

声か珊・稲譲した？ 

許九等助柵こく机るき 

何を迷っているの？

事故捗待って鯵くれ辱いさ

潜られ窃いさ・・・

恭啓だ捗がん捗っている九だ

から・・・

直でに犠告ぎまあ早くぎ

一人でイ弓イ弓し

啓いでJ

自分だけが忙しい

と思って穆い？

何でも欄磁心てき

み九等協力してく

れをよ！
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